議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成23年10月25日(火)

午前10時～午前11時15分
場　所　長久手町役場　2階委員会室
出席者　委員長　伊藤祐司、副委員長　じんの和子、
　　　　委員

田崎あきひさ、正木祥豊、加藤和男、
木村さゆり、原田秀俊、　　

議長　丹羽茂雄、副議長　水野とみ子、
町長、総務部長、

総務部次長兼人事秘書課長、
議会事務局長、同局長補佐、同専門員
１　あいさつ

　　議長
　　町長

 ２ 議題

（１）　平成23年第３回長久手町議会定例会、追加議案について

　　　　総務部長が同意案第５号長久手町副町長の選任についてを説明。

　
（２）　平成23年第３回長久手町議会定例会議事日程（第６号）について
議会事務局長が最終日の日程について説明。請願第５号については委員会で議案第58
号が可決されたので、大字名を残した岩作及び前熊と小字名を併記する要望は採択、

大字名を残した長湫並びに大草、及び北熊の復活と小字名を併記する要望は不採択と
なった。本会議でも議案第58号が可決された場合は同じ取扱いとする。請願第６号に
ついては、本会議で採択された場合には休憩し意見書を上程する。委員会付託は省略
する。同意案第５号副町長の選任については同意案件なので委員会付託は省略する。
農業委員会委員の推薦については副町長を指名推薦する。
　　・副町長の任期はいつからか。

　　・議会の議決を経て、第３回定例会の閉会日翌日から副町長の任期が始まる。

（３）陳情第４号　議場に国旗掲揚を求める陳情について
　　　（委員長）

　　　　陳情の取り扱いについては、請願・陳情の取り扱いについての２陳情書の処理の（５）
のア、イ、ウ、エのいずれかに決定しないといけないが、今回の陳情は議会に関する

ものなので、ウ、エのいずれかとなる。意見のある委員は挙手を願う。

　　・陳情文書が間違っている。長久手町に提出されたのに「当市」「市民」と記述してある。

　　・今まで議場に国旗掲揚しなくても問題はなかった。議員始め傍聴者は様々な思想を持
っている。ウの「各議員への配布に留める。」でいい。

　　・議場に国旗を掲揚してない理由は何か。また、近隣市町の状況はどうか。

　　・理由はわからない。また、瀬戸市、尾張旭市、日進市も議場に国旗は掲揚しておらず、
瀬戸市は第３回定例会では継続審査となっている。

　　・継続審査にしてはどうか。

　　・国旗掲揚を強制するようになると思想、信条の自由に抵触する。継続審査にする必要

はない。

　　・この議会運営委員会では議場に国旗掲揚するかどうかを議論するのか。それとも陳情
の取扱いについて議論するのか。

　　・この議会運営委員会では、陳情の取扱いについて議論してもらう。仮に陳情が採択さ

れれば、国旗掲揚についての議論の場を別に設けることになる。

　　（委員長）

　　　意見を総合するとウの「各議員への配布に留める。」でいいか。

　　（異議なし）

　　（結論）

　　　陳情第４号議場に国旗掲揚を求める陳情については、ウの「各議員への配布に留める。」

に決した。
（４）第４回定例会一般質問開始時間について
　   （委員長）
　　　    第３回定例会では試行で一般質問開始時間を午前９時30分からとした。意見及び今後

の方針はあるか。

　　・午前９時30分開始は妥当だった。午後１時からの再開がはっきりした。
　　・今まで通り午前10時開始がいい。午前９時30分開始にしても、午前中に３人やれず、

昼休みが長くなっただけだった。
　　・第４回定例会の一般質問も午前９時30分開始にしてはどうか。
　　　　 ・午前９時開始にすると、午前中３人が午後０時20分に終わる。午後も固定すればよい。

第４回定例会で試行してみてはどうか。
　　（結論）
　　　一般質問開始時間は、再度、試行として第４回定例会で午前９時30分開始とする。
（５）議会改革について

　　 委員会のあり方について
　　（結論）
　　 第３回定例会で長久手町議会の議員の定数条例の一部を改正する条例が可決され、次期

選挙から議員定数を20人から18人とすることになった。これに伴い委員会のあり方に

ついて議論しないといけない。結論は平成27年第１回定例会までと時間があるので、

今日は提案だけとし、各委員においては勉強を始めてもらう。

議会基本条例について
　　（委員長）
　　 議会基本条例を策定していこうという提言の中で、町独自なものという意見があった。

町の歴史を勉強してはどうかとの提言もあり進めていきたいが、勉強会についての提案

はあるか。

　 ・愛知県立大学の山村亜希教授に頼むのがいい。その他に長久手町郷土史研究会の中野

鉄也会長でもいい。また、愛知県農業総合試験場や町史跡も見学した方がいい。
　　（結論）
　　 議会基本条例については策定以前に様々な意見がある。ただ、議長からの要望でもあり、

短期間で決められないので、まず町の歴史についての勉強会を行う。今日の意見を参考

に正副議長、正副委員長で相談して段取りをしていく。
　　　 また、議会運営委員に共通認識を持ってもらうため、議会基本条例に関する書籍「議
会基本条例の考え方　加藤幸雄著」「自治・議会基本条例論　神原勝著」を購入し各委
員に配布する。
議会報告会について
　 ・議会報告会は実施すべきである。住民の意見を聞き、議会としての意見を述べ意見交換

をすることも必要である。どこまで住民の意見を聞くのか仕組みを決める必要がある。
　 ・継続していける内容でなければならない。先進市町の状況を見て検討する必要がある。
　 ・議会として何を報告するか検討しなければいけない。市民団体主催の議会報告会が11

月11日（金）午後６時30分から名東区役所で行われるので見学してはどうか。

　 ・議会報告会に執行部を呼んでいるところもある。内容について勉強しなければいけない。

　 ・あまり形式的にならず、気楽に行ってはどうか。
　 ・早めに行った方がいい。また、住民意見を町政に活かすことが重要であり、やり方を検

討する必要がある。
　　（結論）
　　 　　　本日は議会報告会を実施する方向で意見が一致したことが重要である。議会報告会は議
会基本条例の検討とは別に行う。まずは、11月15日（火）の日進市その他の議会報告会
を見学し進めていきたい。なお、議会報告会に関する情報があれば資料を事務局に出し
てもらい委員へ配布する。
インターネット一般質問録画中継のアクセス件数について
　・平成23年第２回定例会からインターネットによる一般質問の録画中継を始めたが、アク
　　セス件数のデータをもらいたい。
　（結論）
　　今後月単位のアクセス件数データを全議員に配布する。
（６）その他
選挙管理委員等の選考状況について
　　(結論）

　　選挙管理委員等の選考状況について確認した。選挙管理委員等が決定ししだい名簿を全
　　議員に配布し確認してもらう。

　　定例会における数字資料の事前通知について
　 （議長）
　　定例会の一般質問、委員会等で数字を町長部局に質問しているが、議会運営を円滑に行
うため、前もって聞きたいことがあれば各議員が各担当課に事前通知しておくようにし
てはどうか。
　 （結論）

　　定例会の議案質疑・一般質問・委員会で、議員が質疑・質問する数字資料について、議
員各自が２～３日前までに担当課長に通知し、町長部局は資料を準備して定例会に臨ん
でもらうように議長から町長部局に話をしてもらう。

　　一部事務組合の議員報酬について
   （議長）
　　11月９日（水）に２市１町議長会がある。尾張東部衛生組合等３つの一部事務組合の議
員報酬については、現在概ね年額７万8,300円だが、瀬戸市からは愛知中部水道企業団
の年額報酬４万5,000円に合わせたらどうかという意見も出ている。各委員の意見を聞
きたい。
　・報酬を廃止して費用弁償にしたらどうか。
　・瀬戸市、尾張旭市に合わせればいい。
　（結論）

　　一部事務組合の議員報酬については議長に取りまとめをお願いする。11月９日（水）ま
でに意見があれば出してもらう。また、来年２月にも長久手町で２市１町議長会が行わ
れるので、11月９日（水）の２市１町議長会の状況を踏まえて、今後の進め方、検討の
仕方について決めていきたい。
　・次回の議会運営委員会は11月22日（火）午前10時から開催。






